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2025 年 12 月 19 日 

台湾のペットフード市場について 

 

公益財団法人日本台湾交流協会台北事務所 研修生 堀江 拓水 

 

１．はじめに  

近年、台湾でも核家族化や高齢化等、日本と同様の社会構造の変化が進んでい

る。特に少子化問題は日本よりも深刻である。若者の低賃金や晩婚化といった日

本と共通する理由以外に、世界５位となった不動産価格の高騰も起因し、2024 年

の合計特殊出生率はわずか 0.87 と

世界最低水準となっている。その流

れから、結婚して子どもを授かる代

わりにペットを育てる事を選択する

台湾人が増加している。14 歳以下の

幼年人口が減少しているなか、犬猫

の飼育数は幼年人口とほぼ同数とな

っている（図１参照）。 

 

２．台湾のペットフード市場の現状  

 台湾のペット関連市場は、2023 年に 631 億台湾ドル（約 3,123 億円）となり
1、市場規模は 2013 年からの 10 年で約３倍に増加している2。市場規模のうち 308

億台湾ドル（1,525 億円）をペットフードが占めており、そのうちドライフード

やウェットフード、ペット用おやつを中心とした一般的なペットフードの売り

上げが 256 億台湾ドル（約 1,267 億円）、関節・皮膚・腸内環境・脳など特定の

健康維持を目的としたペットフードの売り上げは 51 億台湾ドル（約 252 億円）

にのぼる。 

台湾では犬猫ペットフードの約７割を輸入品3に頼っているため、日本と比較

                                            
1
 台湾経済研究院 我國寵物產業現況與市場需求 臺灣經濟研究月刊（2024/10） 

2
 同上 

3 輸入先として日本はタイ、米国、韓国、カナダに次ぐ 5 番目に位置している。 

 日本での市場価格 台湾での市場価格 

オランダ H社犬用ドライフード（12kg） 約 10,000 円 約 19,000 円 

日本 U社猫用ペースト状おやつ（55g） 約 140 円 約 220 円 

アメリカ I社犬用ドライフード（1.8kg） 約 9,000 円 約 10,500 円 

図１：台湾内犬猫・幼年人口比較 

（台湾内政部人口統計、農業部推計をもとに筆者作成） 

図２：日台ペットフード価格比較（筆者作成） 

（台湾内政部人口統計、農業部推計をもとに筆者作成） 



10 

 

し割高となっている（図２参照）。また、台湾人のペットフードへの意識が、「満

腹感」から「満足感」へと変化しており、ペットの健康と生活の質の向上に繋が

るものを選ぶようになっている。そのため、ペットフード全体の消費価格をより

高価格帯へと押し上げている。 

そこで、台湾のペットフード市場を県内企業参入の機会と捉え、台湾内ペット

ショップに近年の売れ筋商品について伺ったところ、以下の通り回答があった。 

・キャットフード市場では、特に「おやつ」に注目が集まっており、「フリーズ

ドライ」が半数以上を占め、新たな人気商品となっている、日本製のおやつも

人気がある。 

・ドッグフード市場では免疫力の向上に繋がるものに人気が集まっている。 

・双方に共通して言えるのは自然派素材や無添加等を売りにした商品の人気が

高まっている。 

このように、味や価格のみによる従来の選択から、ペットに対する健康、生活

の質の向上に消費者心理がシフトしていることがうかがえた。 

ただし、台湾に肉、家禽類等の動物由来原料（魚類は除く）を使用したペット

フードを輸出する場合には、台湾当局の製造工場認定が必要になるため、注意が

必要である。 

 

３．県内企業にとってのビジネスチャンス  

日本のペット関連市場は、年間２％前後の拡大にとどまっており、飼育数は横

ばいである。一方台湾では、飼育数の増加に加え、ペットにお金をかける風潮も

拡大し、ペット関連市場は年間約８％の拡大が見込まれている。 

台湾市場に参入する際には、日本以上に「レビュー文化」が根付いていること

にも着目してほしい。台湾では商品を購入する前に、必ず SNS での情報や、他の

購買者のレビューを確認する傾向が強い（GoogleMap 上では日本の 10倍～100倍

のコメント数がある）。初期購買者へのレビュー依頼や SNS での広告を上手く活

用することは大変重要である。台湾内ペットショップで伺った、自然派素材や無

添加のペットフードはトレンドであるため、SNS 等の広告を活用し宣伝すること

は良い方法の一つだと考える。また、台湾のペット関連市場全体においては 51

～55 歳層の支出が最も大きいが、ペットフードについては 26～30、31～35 歳層

の支出が最も大きいという点は特徴的である。 

台湾では主に犬猫のペット数が多く、コンビニやカフェ、レストランでも同伴

が当たり前、ベビーカーに乗せて歩くことも風景の一部として溶け込んでおり、

ペット関連市場はますます拡大していくだろう。引き続きペット関連市場のト

レンドを注視していきたい。 

※為替レート １台湾ドル＝4.95 円 


